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� Ⅴ．研究活動報告

データサイエンス室
Data Science Office 

●1	 はじめに

データサイエンス室は、当研究所が設立以来取り組

んできたデータ解析技術をより進化させ、多様化・複雑

化する社会課題を解決するための調査・研究を推進する

ことを目的として、2020年4月に設立されました。

社会で進むデータの時代を背景として、当研究所が

携わる都市や交通、環境等の分野においても、データ

解析の高度化や新たな政策評価への対応が求められて

います。データサイエンス室では、ネットワーク解

析、GIS、データベース等の情報処理技術に基づき、

都市地域・環境部門および交通・社会経済部門と連携を

図りながら、ビッグデータを活用した交通解析、交通

行動モデルや利用者均衡配分等の交通量推計の開発・適

用、交通実態調査等に係るデータ解析やシステム開発

に取り組んでいます。加えて、データサイエンスに係

る新技術の研究・開発や当研究所全体の技術向上を図る

役割を担っています。

データサイエンス室は、約15名のスタッフで構成

されています。統計データ解析、GIS・ネットワーク解

析、数理モデル、Webやシステム開発等の高度な技術

を担うITマネジャーが中心となって、これらの取組み

を進めています。

図－１　スマート・プランニングにおける�
歩行者シミュレーションの可視化（Mobmapを使用）

（Mobmap→http://webapp.mobmap.net/）

●2	 主な研究活動

データの時代を背景とした自動車・自転車・歩行者等

の移動軌跡に係るビッグデータ解析や可視化、多様化

した人や自動車の行動原理を表現する数理モデル、こ

れらの基礎となる質の高い交通実態データ等を取得す

るための統計調査等について、最新技術を取り入れな

がら、研究・開発に取り組んでいます。

（1）ビッグデータ解析

ICTの進展により、多種多様で膨大な交通データの

活用が可能になっています。コネクティッドカーや

ETC2.0などの走行車両の観測データ、歩行者や自転

車の移動軌跡データ、プローブパーソンデータおよび

携帯電話やGPSの位置情報データ、MaaSを実装した

際の検索履歴や行動履歴データ等を活用し、交通状況

の把握や交通行動の解析を行うためのデータ処理技術

を開発しています。

（2）交通需要推計等に係る数理モデル

全国レベルの交通需要推計モデルや都市圏の交通計

画検討で用いる交通行動モデル、施策実施効果を予測

するための中心市街地における人の回遊行動モデルや

自動車・歩行者のミクロシミュレーション、MaaSや自

動運転の評価等、様々な数理的モデルの研究およびこ

れらを適用したシステムの開発に取り組んでいます。

例えば、生存時間解析モデルを用いて、スマート・プ

ランニングやアクティビティモデルにおいて時間軸を

考慮した滞留時間推計の研究・開発を行っています。

また、OD逆推定技術を用いて、観測交通量に基づく自

動車OD表の推定や歩行者OD表の推定、確率的フロン

ティアモデルを用いた道路のリンクパフォーマンス関

数の推定にも取り組んでいます。

特に、アクティビティモデルをはじめとする交通行

動モデルや交通量配分モデルについては、最新の技術
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動向やニーズを取り込み、システムの改良を重ねてい

ます。東京都市圏パーソントリップ調査において施策

評価に適用したアクティビティシミュレータ「東京都市

圏ACT」の開発・実装においても中心的な役割を果た

しました。

他にも、自動車のミクロシミュレーションでは、バ

ス専用レーンやBRT・ARTの導入、信号現示の改良、

トランジットモール実施による車両進入規制といった

各種交通施策について、車両1台毎の挙動を再現する

ミクロシミュレータ「Vissim」を使って検証すること

で、事前に効果と課題を把握し、施策実施に向けた検

討に活用しています。Vissimと外部プログラムとの連

携機能を使って機能の追加を行う等、シミュレーショ

ンの高度化に向けた開発を継続して行っています。

（3）交通実態に係る統計調査

パーソントリップ調査、物資流動調査、全国道路・街

路交通情勢調査自動車起終点調査（道路交通センサス

OD調査）など、数多くの大規模交通関係統計調査に携

わってきています。これまでの経験・ノウハウを基に、

実査支援、マスターデータ整備、集計解析など、交通

実態調査に関する一連のデータ処理を実施する汎用性

の高いシステム群を構築し、調査データの正確性の担

保と調査の効率化・高度化を推進しています。

図－2　Vissimによるシミュレーションの実施例

図－3　Web技術を活用したダッシュボードの�
開発イメージ

（4）最新の情報系技術の研究・開発

以上の研究活動を支える横断的な情報系技術につい

て、最新の知識・技術の調査・習得に取り組んでいま

す。

例えば、最新のプログラミング技術を活用したビッ

グデータ解析・処理の効率化・高度化、GISプログラミ

ングによる地理情報データの大量・高速処理、Web技

術を活用したダッシュボード開発や可視化等の技術開

発を進めています。

●3	 主な開発システム

現在およびこれまでに次のようなシステムを開発し

てきました。今後とも、MaaSや自動運転の実装によ

るビッグデータ解析、AIの活用をはじめとする新しい

解析技術等の研究・開発を進め、正確かつ効率的な調

査・研究及び政策検討や計画立案のニーズを先取りした

システム開発に取り組んでいきます。

（1）ビッグデータを活用したシステム

・�走行経路特定（民間プローブデータ、ETC2.0プ

ローブ情報等）

・移動軌跡データ解析

・車両挙動データ解析（急挙動、異常挙動の検出等）

・交通系ICデータ解析

・特殊車両走行ネットワーク解析

・道路交通情報提供（渋滞、最適経路、所要時間等）

（2）交通需要推計関連システム

・�交通需要推計（アクティビティモデル、四段階推定

法、統合モデル）

・交通量配分（道路、公共交通）

・ミクロシミュレーション（Vissim）プログラミング

・大規模災害（帰宅困難者、津波避難）の被災推計等

・自動車CO2排出量推計システム

・コンパクトシティ評価ツール

・経路探索（第k経路、時刻表対応）

（3）交通実態調査の支援システム

・交通実態調査データチェック・修正支援システム

・交通実態データ集計システム

・交通実態データ提供システム




